
政
治
的
論
題
に
よ
る
倫
理
的
思
考
力
の
育
成

－
　
デ
ィ
ベ
ー
ト
の
発
展
的
学
習
方
法
を
活
用
し
た
試
み

津
　
田

博

一
基
本
的
な
考
え
方

私
は
高
校
教
員
と
し
て
、
高
校
生
の
時
期
に
は
自
分
の
意
見
を
形
成
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
理
論
で
相
手
を
理
解
し
、
他
者

を
説
得
す
る
こ
と
の
で
き
る
能
力
を
獲
得
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
特
に
大
切
な
の
は
、
相
手
を
論
破
す
る
こ
と
で
は

な
い
。
議
論
を
戦
わ
せ
る
過
程
を
通
し
て
、
異
な
る
立
場
の
知
識
や
考
え
方
を
知
り
、
自
分
や
チ
ー
ム
で
構
築
し
た
理
論
と
対
比
す

る
こ
と
で
自
ら
の
価
値
観
が
揺
さ
ぶ
ら
れ
、
柔
軟
な
恩
考
方
法
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
た
め
に
、
デ
ィ
ベ
ー

ト
と
い
う
手
法
を
使
う
こ
と
に
よ
り
育
成
す
る
こ
と
に
し
た
。

デ
ィ
ベ
ー
ト
を
行
う
に
は
、
ま
ず
解
決
す
べ
き
論
題
に
内
在
す
る
問
題
点
を
認
識
さ
せ
る
た
め
の
基
礎
的
知
識
が
必
要
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
、
以
下
の
　
「
指
導
計
画
」
　
に
示
す
よ
う
に
、
「
導
入
」
と
し
て
、
教
師
に
よ
る
四
時
間
の
講
義
形
式
に
よ
る
授
業
を
行
っ

て
い
る
。
そ
の
上
に
た
っ
て
　
「
自
衛
隊
は
増
強
す
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
論
題
を
設
定
し
、
生
徒
に
調
査
並
び
に
資
料
収
集
を
行

わ
せ
て
い
る
。
生
徒
は
、
こ
の
過
程
を
通
し
て
新
た
な
疑
問
や
不
明
な
点
に
突
き
当
た
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
を
解
明
す
る
た
め
に
、

さ
ら
に
詳
細
な
調
査
や
論
拠
を
明
確
に
す
る
た
め
の
活
動
を
経
る
こ
と
に
よ
り
、
探
究
心
は
深
ま
り
問
題
意
識
は
鋭
く
な
っ
て
い
く

事
が
期
待
で
き
る
。

234



さ
ら
に
、
収
集
し
た
情
報
や
デ
ー
タ
を
整
理
し
、
論
題
に
対
し
て
肯
定
・
否
定
の
各
々
の
側
面
か
ら
見
つ
め
直
し
て
検
討
す
る
こ

と
か
ら
、
論
理
の
矛
盾
す
る
点
に
つ
い
て
も
見
抜
け
る
多
面
的
な
思
考
を
鍛
え
る
こ
と
が
で
き
、
生
徒
自
ら
が
論
理
的
思
考
力
を
獲

得
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

一
般
的
に
デ
ィ
ベ
ー
ト
で
は
、
立
論
を
も
と
に
主
張
を
組
み
立
て
、
相
手
方
と
の
対
立
点
を
明
確
に
し
な
が
ら
「
闘
論
」
を
行
う

た
め
、
結
論
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
双
方
の
主
張
は
一
方
通
行
の
ま
ま
終
わ
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
あ
る
。

こ
れ
で
は
、
反
論
し
な
が
ら
自
ら
の
理
論
と
対
比
す
る
こ
と
で
個
々
の
価
値
観
が
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
と
い
う
余
地
が
な
い
と
い
え
る
。

そ
こ
で
、
議
論
の
中
で
自
分
の
意
見
を
変
え
て
も
よ
い
と
い
う
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
要
素
を
取
り
入
れ
た
「
自
由
討
論
」
を
設
定

し
、
次
の
よ
う
な
、
四
ラ
ウ
ン
ド
制
と
し
た
。
第
二
フ
ウ
ン
ド
は
立
論
、
第
二
ラ
ウ
ン
ド
は
質
問
と
回
答
、
第
三
ラ
ウ
ン
ド
は
「
自

由
討
論
」
と
し
、
第
四
ラ
ウ
ン
ド
で
結
論
を
主
張
し
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
締
め
く
く
る
こ
と
と
し
た
。
特
に
第
三
ラ
ウ
ン
ド
で
は
、

肯
定
側
か
ら
否
定
側
と
い
う
よ
う
に
主
張
の
順
番
を
区
切
る
こ
と
を
せ
ず
、
順
番
も
交
互
と
決
め
ず
、
正
に
自
由
に
論
じ
合
う
こ
と

を
行
わ
せ
た
。

デ
ィ
ベ
ー
ト
の
勝
敗
は
、
個
人
の
判
定
表
の
合
計
点
で
決
し
て
し
ま
う
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
で
は
、
審
判
員
は

単
に
自
己
の
考
え
方
と
対
比
を
す
る
だ
け
で
評
価
を
出
し
て
終
わ
っ
て
し
ま
う
事
に
な
っ
て
し
ま
う
。
審
判
員
は
、
単
な
る
「
評
価

す
る
聴
衆
」
と
し
て
参
加
す
る
の
で
は
な
く
、
異
な
る
知
識
や
思
考
方
法
に
触
れ
、
自
身
の
持
つ
既
成
の
価
値
観
が
揺
さ
ぶ
ら
れ
る

こ
と
が
大
事
な
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
「
デ
ィ
ベ
ー
ト
」
終
了
後
、
審
判
員
に
は
個
人
の
判
定
表
を
勝
敗
判
定
の
基
礎
資
料
と
し
て
持

ち
よ
ら
せ
、
一
〇
分
間
を
取
っ
て
、
班
ご
と
で
勝
敗
に
つ
い
て
議
論
を
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
班
ご
と
の
議
論
終
了
後
、
そ
の
経
緯

を
踏
ま
え
た
「
班
別
の
判
定
表
」
を
作
成
さ
せ
、
勝
敗
の
判
定
理
由
も
交
え
て
発
表
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
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二
　
本
校
の
概
要

本
校
は
、
昭
和
四
七
年
四
月
、
神
戸
第
三
学
区
に
第
三
番
目
の
県
立
普
通
科
高
等
学
校
と
し
て
設
立
さ
れ
、
創
立
三
九
年
目
を
迎

え
て
い
る
。
平
成
一
四
年
四
月
、
学
年
制
よ
り
単
位
制
に
移
行
し
、
県
下
二
校
目
の
全
日
制
普
通
科
単
位
制
高
校
に
改
編
さ
れ
た
。

「
自
ら
考
え
、
自
ら
選
び
、
自
ら
学
ぶ
」
を
基
本
に
、
主
体
的
な
学
習
活
動
を
促
し
、

主
体
的
に
判
断
し
、
行
動
し
、
よ
り
よ
く
問
題
を
解
決
す
る
能
力
や
資
質
、
ま
た
生
涯

に
わ
た
っ
て
学
び
続
け
る
意
欲
を
培
い
、
未
来
に
む
け
て
可
能
性
を
切
り
ひ
ら
く
「
生

き
る
力
」
を
は
ぐ
く
む
こ
と
を
基
本
的
な
教
育
理
念
と
し
て
い
る
。

単
位
制
と
は
学
年
に
よ
る
教
育
課
程
の
区
分
を
設
け
ず
、
決
め
ら
れ
た
単
位
を
修
得

す
れ
ば
卒
業
を
認
め
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
そ
の
最
大
の
特
徴
は
教
育
課
程
の
編
成
が

よ
り
柔
軟
で
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
利
点
を
生
か
し
、
生
徒
の
学
力
伸
長
、
進
路
実

現
の
た
め
に
よ
り
効
率
的
な
講
座
編
成
、
少
人
数
ク
ラ
ス
で
の
授
業
、
科
目
選
択
や
進

路
決
定
に
お
け
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
充
実
等
、
様
々
な
工
夫
や
先
進
的
な
シ
ス
テ
ム
の
導

入
を
行
っ
て
い
る
。

教
育
課
程
は
、
一
年
次
で
は
基
礎
学
力
を
定
着
さ
せ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
芸
術

（
音
楽
・
美
術
・
書
道
）
　
を
除
い
て
全
員
が
共
通
の
科
目
を
履
習
し
、
二
年
次
・
三
年

次
と
進
む
に
つ
れ
て
選
択
科
目
の
時
間
数
が
増
し
、
各
自
の
進
路
に
応
じ
た
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
設
計
（
時
間
割
の
作
成
）
　
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

l 政 治 ・経 済

巨 2 単位）猷

卒

業

l 政治 ・経済

】 （2単位）選択

＋ ＋

学校設定科目

・ウオッチング現代学校設定科目

自分さがしの倫理学 （2 単位）選択

（2単位）選択 ・自分さがしの倫理学

（2 単位）選択

現
　
代
　
社
　
会
　
（
2
単
位
）
　
必
　
修



公
民
科
の
教
育
課
程
は
、
下
図
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
実
践
を
行
っ
た
学
校
設
定
科
目
「
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
現
代
」
は
、
生
徒
の
興
味
・
関
心
を
基
に
、
幅
広
い
学
習
内
容
に
触
れ
る

科
目
と
し
て
二
年
次
・
三
年
次
の
い
ず
れ
か
で
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
年
次
に
お
い
て
「
現
代
社
会
」
（
二
単
位
）
を
必
修
と
し
て
全
員
が
履
習
し
、
基
本
的
な
学
習
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
前
提
に
、

現
代
の
日
本
お
よ
び
国
際
社
会
を
構
成
し
動
か
し
て
い
る
政
治
や
経
済
の
仕
組
み
、
国
際
関
係
等
の
諸
問
題
に
つ
い
て
課
題
を
見
つ

け
出
し
、
そ
の
探
究
学
習
を
行
い
、
論
理
的
な
思
考
力
や
表
現
能
力
を
育
成
し
、
生
徒
が
生
き
る
現
代
の
社
会
と
の
関
わ
り
に
つ
い

て
も
考
察
が
で
き
る
能
力
を
培
う
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

三
年
次
の
選
択
者
は
二
三
名
（
男
子
二
名
、
女
子
一
二
名
）
　
で
あ
っ
た
。

チ
ー
ム
分
け
を
行
い
、
肯
定
側
・
否
定
側
（
各
三
名
）
、
審
判
団
（
一
班
五
名
で
三
班
構
成
）
　
に
、
さ
ら
に
司
会
者
（
一
名
）
、
時

計
係
（
一
名
）
を
決
め
た
。

三
　
単
元
計
画
・
評
価

（
1
）
単
元
名
‥
　
国
際
社
会
の
動
向
と
日
本
の
安
全

（
2
）
単
元
設
定
の
ね
ら
い
‥
　
現
代
の
日
本
や
国
際
社
会
が
直
面
す
る
平
和
と
安
全
の
維
持
に
つ
い
て
考
察
さ
せ
る
た
め
、
基
本

的
な
知
識
を
習
得
さ
せ
、
現
状
や
問
題
点
を
認
識
さ
せ
る
。
さ
ら
に
、
異
体
的
な
課
題
を
設
定
し
、

多
面
的
・
多
角
的
に
追
究
さ
せ
、
望
ま
し
い
解
決
の
方
法
に
つ
い
て
考
察
さ
せ
る
。
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（
3
）
指
導
計
画
‥
　
①
イ
ラ
ク
戦
争
を
考
え
る
　
（
1
）

②
イ
ラ
ク
戦
争
を
考
え
る
　
（
2
）

1

時

間

1
時
間



③
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
略
史

④
平
和
主
義
と
日
本
の
安
全
　
（
1
）

⑤
平
和
主
義
と
日
本
の
安
全
　
（
2
）

⑥
調
査
、
資
料
収
集
、
考
察
、
チ
ー
ム
分
け

⑦
デ
ィ
ベ
ー
ト
「
自
衛
隊
は
増
強
す
べ
き
で
あ
る
」

1

時

間

1

時

間

1

時

間

2

時

間

1

時

間

展
開
（
課
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研
究
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時
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（
4
）
評
価
の
観
点

指
導
計
画
①
②
③
に
つ
い
て

知 資
料
活
用

恩 関
識

°
理

考 心

°
意判

解 の
技

断 欲

態
度

能

°
表
現

え 考　 の　 し ま　 面 よ　 っ

る　現基　代本　の的　国な　際概　社念　会や　や理　西論　アを　ジ理　ア解　のし　動、向そ　、の　国知　際識　機を　構身　のに　役

；！率喜
酢

榔

iii

iii

真曇遜
色莞昌

満

琶盃
写真

付　割け　、 雲呂i！て　国い　際る　紛○　争

ベ　す　さき　る　ま役　と　ざ割　と　ま

重義

の に　 も　 な っ　 平
諸 つ　 に　 メ い　 和 に　 生
要 い　 ’ デ て　 に つ　 の
因 て　 国　 イ 　ヽっ い　 諸
を 追　 際　 ア さ　 い て　 要
と 究　 粉　 を ま　 て 考　 因
ら し　 争　 通 ざ　 多 え　 に

指
導
計
画
④
⑤
に
つ
い
て

関
心
・
意
欲
・
態
度

平
和
主
義
の
概
念
や
日
本
国
憲
法
第
9
条
の
解
釈
に
つ
い
て
、
ま
た
、
日
本
の
安
全
保
障
に

つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。



知 資 恩
識 料

活
用

考

°
理

°
判

解 の
技
能

表
現

断

解 る　 こ　 い 断　 い
し　 日 O　と　 て　 日 を　 て　 平
、 本 が　 さ　 本 す　 多　 和

そ　 国 で　 ま　 国 る　 面　 主
の　 憲 き　 ざ　 憲 こ　 的　 義
知　 法 、 ま　 法 と　 ・　 の
識　 第 日　 な　 第 が　 多　 概
を　 9 本　 メ　 9 で　 角　 念
身　 条 の　 デ　 条 き　 的　 や
に　 の 安　 イ　 の る　 に　 日
付　 解 全　 ア　 解 ○　考　 本
け　 釈 保　 を　 釈 察　 国
て　 の 障　 通　 の し　 憲
い　 多 に　 し　 多 、 法
る　 様 っ　 て　 様 さ　 第
○　性 い　 資　 性 ま　 9

や て　 料　 や ざ　 条
日 考　 を　 国 ま　 の
本 察　 収　 際 な　 解
の し　　　 吐 立 、′
安 た　 し　 会 場　 に
全 結　 、 の 　ヽっ
保 果　 主　 中 考　 い
障 を　 体　 の え　 て
に 適　 的　 日 方　 、

つ 切　 に　 本 を　 ま
い に　 取　 の 踏　 た
て 発　 捨　 安 ま　 日
の 衰　 運　 全 え　 本
実 す　 択　 保 、　の
態 る　 し　 障 一　 安
に こ　 て　 の 定　 全

つ と　 活　 実 の　 保
い が　 用　 態 価　 障
て で　 す　 に 値　 に
理 き　 る　 つ 判　 つ

四
　
本
時
の
ね
ら
い
・
展
開
・
評
価

（
1
）
本
時
の
ね
ら
い
　
「
自
衛
隊
は
増
強
す
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
論
題
を
設
定
し
、
グ
ル
ー
プ
で
追
究
さ
せ
、
肯
定
・
否
定
と

い
う
対
照
的
な
考
え
方
を
対
比
さ
せ
、
調
査
し
た
資
料
を
活
用
し
て
、
追
究
し
た
過
程
や
結
果
を
デ
ィ
ベ
ー

ト
と
い
う
手
法
を
使
い
、
立
論
や
質
問
、
討
論
を
通
し
て
適
切
に
表
現
さ
せ
る
。
ま
た
、
審
判
を
行
う
生

徒
に
は
「
デ
ィ
ベ
ー
ト
判
定
表
」
を
使
わ
せ
て
観
点
別
評
価
を
さ
せ
る
。
さ
ら
に
デ
ィ
ベ
ー
ト
終
了
後
に

行
う
判
定
に
お
い
て
、
単
に
合
計
点
の
み
で
勝
敗
を
決
す
る
の
で
は
な
く
、
三
～
五
名
を
一
班
と
す
る
班

内
に
お
い
て
討
論
を
行
わ
せ
、
そ
の
過
程
と
結
論
を
「
班
別
の
判
定
表
」
に
記
録
さ
せ
、
班
の
代
表
者
が

班
と
し
て
の
勝
敗
を
報
告
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
、
考
え
方
を
踏
ま
え
て
、
公
正
に
判
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断
す
る
こ
と
の
で
き
る
能
力
を
培
う
。

（
2
）
参
考
資
料

防
衛
庁
『
防
衛
白
書
』
　
財
務
省
印
刷
局

高
柳
先
男
『
戦
争
を
知
る
た
め
の
平
和
学
入
門
』
　
筑
摩
書
房

猪
口
邦
子
『
戦
争
と
平
和
』
　
東
京
大
学
出
版
会

文
部
省
『
初
め
て
の
憲
法
の
は
な
し
』
　
文
部
省

江
幡
謙
介
『
安
全
保
障
と
は
何
か
』
　
平
凡
社
新
書

佐
々
木
芳
隆
『
海
を
渡
る
自
衛
隊
』
　
岩
波
新
書

抱
喜
久
雄
（
他
）
『
新
・
初
め
て
の
憲
法
』
　
法
律
文
化
社

江
畑
謙
介
『
日
本
の
安
全
保
障
』
　
講
談
社
現
代
新
書

杉
原
泰
雄
『
平
和
憲
法
』
　
岩
波
新
書

杉
原
泰
雄
『
憲
法
読
本
』
　
岩
波
ジ
ュ
ニ
ア
新
書

「
自
衛
隊
は
軍
隊
な
の
か
1
自
衛
隊
の
存
在
意
義
と
実
カ
ー
」
　
（
『
日
本
の
論
点
堕
ロ
0
－
』
文
垂
春
秋
　
所
収
）

山
内
昌
之
「
テ
ロ
は
米
国
を
変
え
た
の
か
～
日
本
が
と
る
べ
き
成
熟
し
た
国
と
し
て
の
態
度
－
」
（
『
日
本
の
論
点
g
O
巴

文
聾
春
秋
　
所
収
）

渡
部
治
『
日
本
の
大
国
化
は
何
を
め
ざ
す
か
』
　
岩
波
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

浅
井
基
文
『
「
国
際
貞
献
」
と
日
本
』
　
岩
波
ジ
ュ
ニ
ア
新
書

志
方
俊
之
監
修
『
自
衛
隊
』
　
日
本
文
芸
社
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津
田
博
（
他
）
『
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
現
代
社
会
』
　
兵
庫
県
高
等
学
校
社
会
部
全
編

上
原
行
雄
（
他
）
『
新
政
治
・
経
済
　
改
訂
版
』
　
清
水
書
院

池
田
幸
也
（
他
）
『
2
0
0
8
　
資
料
　
政
治
・
経
済
』
　
清
水
書
院

（
3
）
本
時
の
展
開
と
評
価

学 習　内 容 学　 習　 活　 動 指導上の留意点 学習活動時の評価

テーマ
肯定側 、否定側に分かれて

・調査、収集 した資 （丑　 資料活用の技
「自衛隊は増強 料 を活用 し、主張の 能、表現 （各種の

すべきである」

1 ラウン ド

ディベー トを行 う。

・審判 を行 う生徒 は評価表

ポイン トを 5 分以内
で発表できるように
す る。

・調査 して分かった
ことや発表 のポイン
トを模造紙 にま とめ
たり、整理 したプ リ

メディアを活用 し
て、適切な資料を
収集できたか）

（調査 ・収集 した
資料を活用 して分
かりやす くまとめ
る こ とが で きた

肯定側立論 5 分
否定側立論 5 分

をもとに評価を行 う。 ン トを作成 させて審
判団に配付 し　 ディ

か）

P間
作戦タイム 2 分 ・審判 を行 う生徒 は発表内

ベー ト内容 を分かり
やすく行わせ るよう

②　 知識、理解
（それぞれに調査

2 ラウン ド
容について気づいた ことを 工夫させる。

・ディベー トに参加

を担当した内容を
メモ し、グループでの判定 理 解 で き てい る

肯定側質問 2 分 時のディスカ ッシ ョンの資 か）

③　 関心、意欲、
否定側質問 2 分
作戦タイム 2 分

料 とす る。 しながら記入でき、
ディスカッシ ョン時

肯定側回答 2 分 ・原稿の棒読みにな らぬよ
に活用できるワー ク
シー ト （評価表） を

態度
（国際平和の安全

否定側回答 2 分 う工夫 して発表す る。 準備 し、記入させる。 維持と自衛 隊の関
係について　 曳欲

3 ラウンド ・自由討論 は肯定側 ・否定
・司会担当の生徒に
はディベー トの手順

、．息
的 にディべ－ トに
参加 していたか）

（り　 思考、判断

自由討論 1 0 分 側の順番にとらわれず にデ や進行について、事
作戦タイム 2 分

4 ラウンド
肯定側結論 3 分

イスカ ッシ ョンを行 わせ 前に指導を行 う。

・肯定側、否定側が

る。

・司会は論議がかみ合 うよ

（ディベー トの発
表、討論を通 して
学ぶことができた
か）

（自己評価 を観点
別 に記 入 で き た
か）

（調査、収集 した
資料を活用 して立
論できたか）

否定側結論 3 分 う、また活発に進行す るよ
うに工夫す る。 調査追究 した内容を

活用 しなが ら、ディ
ベー トを行わせ る。

・評価表を使って、
自己評価を行わせ
る。

判定　 1 0 分 ・ディベー トを聞きつつ、 ・肯定側、否定側の ⑤　 思考、判断（国
ワー クシー ト （評価表）に 発表 について、評価 際平和の維持、発
記入 した。評価 を基に 1 グ 表を持ち寄 り、生徒 展を行 う上での課
ループ 5 人でディスカ ッシ 同士の相互評価 をグ 題について考える
ヨンを行 う。 ルー プ毎 に行 わせ ことができたか）
・グループ毎での勝敗を決
定す る。

・グループとしての勝敗の

る。

・各 グループ毎に勝
敗の理由も述べて、

理由を述べ る。 発表 させ る。



五
　
展
開
の
実
際

（
1
）
立
論
（
第
二
フ
ウ
ン
ド
）

司
会
者
　
こ
れ
よ
り
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
始
め
ま
す
。
肯
定
側
の
立
論
を
始
め
て
下
さ
い
。

肯
定
側
　
日
本
を
取
り
巻
く
国
際
情
勢
の
変
化
か
ら
、
自
衛
隊
の
役
割
が
変
化
し
、
新
し
い
情
勢
に
適
応
し
た
自
衛
隊
を
増
強
す

る
必
要
性
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
し
ま
す
。

①
自
衛
隊
の
誕
生
に
至
る
歴
史
と
そ
の
役
割
は
、
激
化
し
て
い
く
東
西
冷
戦
や
東
ア
ジ
ア
の
情
勢
の
変
化
の
中
で
生
ま

れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
ア
メ
リ
カ
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
日
本
に
対
し
て
、
徹
底
し
た
非
軍
事
化
と
民
主
化
を
め
ざ

し
て
い
た
が
、
一
九
四
九
年
の
中
華
人
民
共
和
国
の
成
立
と
一
九
五
〇
年
に
起
こ
っ
た
朝
鮮
戦
争
を
き
っ
か
け
と
し
て
、

日
本
の
再
軍
備
化
を
考
え
は
じ
め
た
の
で
す
。
一
九
五
〇
年
の
警
察
予
備
隊
の
創
設
、
一
九
五
二
年
に
は
保
安
隊
へ
と
改

組
さ
れ
、
一
九
五
三
年
の
池
田
・
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
会
談
に
よ
り
日
本
側
は
防
衛
力
増
強
を
約
束
し
、
一
九
五
四
年
の
M
S

A
協
定
締
結
に
よ
る
軍
事
・
経
済
援
助
受
け
入
れ
を
前
提
に
、
直
接
侵
略
お
よ
び
間
接
侵
略
に
対
し
わ
が
国
を
防
衛
す
る

こ
と
を
主
た
る
任
務
と
す
る
自
衛
隊
が
一
九
五
四
年
に
誕
生
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
時
点
か
ら
一
九
八
九
年
の
冷

戦
の
集
結
、
一
九
九
一
年
ソ
連
の
解
体
ま
で
の
自
衛
隊
の
役
割
は
、
激
し
く
対
立
し
た
東
西
冷
戦
の
中
で
西
側
の
北
東
ア

ジ
ア
の
最
前
線
と
し
て
東
側
の
侵
攻
を
食
い
止
め
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え
ま
す
。

②
次
に
大
き
な
意
味
を
持
つ
の
は
、
二
〇
〇
一
年
九
月
一
一
日
の
　
「
同
時
多
発
テ
ロ
」
　
の
発
生
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

今
ま
で
の
国
家
対
国
家
と
い
う
戦
争
の
概
念
が
変
わ
り
、
思
想
対
思
想
、
民
族
対
民
族
の
様
相
を
呈
す
る
よ
う
に
な
っ
た

と
い
え
ま
す
。
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
の
い
う
「
新
し
い
戦
争
」
が
始
ま
っ
た
と
い
え
ま
す
。
「
テ
ロ
」
と
い
う
ゲ
リ
ラ
的
な

243



司
会
者

否
定
側

非
合
法
の
戦
い
に
変
化
し
て
い
っ
た
と
い
え
ま
す
。
こ
う
な
る
と
、
今
ま
で
の
武
器
、
例
え
ば
ミ
サ
イ
ル
や
戦
車
、
軍
艦

と
い
わ
れ
る
よ
う
な
武
器
を
多
額
の
税
金
を
費
や
し
て
多
量
に
保
有
し
て
い
る
こ
と
は
、
「
新
し
い
戦
争
」
に
対
し
て
有

利
に
働
く
と
は
い
え
な
く
な
っ
た
と
い
う
べ
き
で
し
ょ
う
。

③
よ
っ
て
、
私
た
ち
は
「
同
時
多
発
テ
ロ
」
以
後
の
新
た
な
脅
威
に
対
応
で
き
る
「
戦
域
ミ
サ
イ
ル
防
衛
（
T
M
D
）
」

や
「
テ
ロ
対
策
専
門
の
特
殊
部
隊
の
編
成
」
を
早
急
に
増
強
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
主
張
し
ま
す
。

否
定
側
の
立
論
を
始
め
て
下
さ
い
。

私
た
ち
は
「
縮
小
す
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
論
拠
を
三
点
挙
げ
て
立
諭
し
ま
す
。

①
自
衛
隊
の
海
外
派
遣
は
現
地
の
人
々
の
役
に
は
立
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
人
道
復
興
支
援
に
派
遣
さ
れ
た

自
衛
隊
員
五
五
〇
人
の
う
ち
、
実
際
に
活
動
し
て
い
る
の
は
一
二
〇
人
（
浄
水
・
給
水
支
援
三
〇
人
、
現
地
の
医
療
支
援

四
〇
人
、
公
共
施
設
復
旧
活
動
に
あ
た
る
施
設
隊
五
〇
人
）
　
で
、
四
〇
〇
人
以
上
が
司
令
部
や
後
方
支
援
活
動
な
の
で
す
。

こ
の
人
員
配
置
か
ら
見
て
も
「
給
水
活
動
」
と
い
う
の
は
名
目
に
す
ぎ
な
い
と
思
い
ま
す
。
次
に
示
す
「
サ
マ
ワ
で
活
動

す
る
自
衛
隊
と
フ
ラ
ン
ス
N
G
O
の
比
較
」
　
の
図
を
見
て
下
さ
い
。
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費
用
対
効
果
か
ら
い
え
ば
、
自
衛
隊
は
フ
ラ
ン
ス
N
G
O
の
約
五
七
七
倍
の
経
費
を
か
け
て
八
分
の
一
の
仕
事
し
か
で
き

て
い
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス
N
G
O
の
試
算
に
よ
れ
ば
、
十
数
億
円
あ
れ
ば
病
院
一
つ
を
立
派
に
再
建
で
き

る
そ
う
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
自
衛
隊
の
約
四
百
四
億
円
と
い
う
経
費
が
い
か
に
法
外
な
も
の
で
あ
る
か
が
分
か
り



アメ リカ 日　　 本

名称 推定価格 名称 推 定価格 生産形態

戦車 M I A I 約 5 億 円 9 0 式戦車 約 8 億 円 国産

装 甲戦闘 M 2 約 6 億 600 0 万円 8 9 式装甲戦闘車 約 7 億 円 国産

装輸装 甲車 L A V －2 5 約 70 0 0 万 円 9 6 式装輸装甲車 約 1 億 25 00 万円 国産

小銃 M － 1 6 約 7 万円 8 9 式小銃 約 32 万円 国産

哨戒機 P 3C 哨戒機 約 43 億 2 千万円 P3C 哨戒機 約 100 億 円 ライセンス生産

イージス艦 アーレイ・ハヤーク 約 120 0 億 円 み ょうこう 約 140 0 億 円　 ※ 艦体は国産

輸送機 C －130　H 約 16 億 9 千万円 C －13 0　H 約 50 億円 輸入

戦闘機 F －1 6　C 約 35 億 8 千万円 F － 2 約 12 0 億 円 輸入

※　システムは輸入による

ま
す
。
明
ら
か
に
自
衛
隊
が
「
復
興
支
援
」
　
に
役
立
っ
て
い
な
い
こ
と
の
証
明
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

②
自
衛
隊
は
税
金
の
無
駄
使
い
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
証
明
し
ま
す
。
次
の

「
日
米
装
備
品
比
較
」
　
の
表
を
見
て
下
さ
い
。

日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
装
備
品
の
価
格
比
較
を
す
る
と
、
あ
き
ら
か
に
日
本
の
装
備

費
用
の
ほ
う
が
高
額
で
す
。
こ
の
理
由
は
、
日
本
国
内
で
開
発
・
生
産
さ
れ
、
最
新

技
術
を
盛
り
込
む
た
め
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
日
本
は
ア
メ
リ
カ
や
ロ
シ
ア
な
ど

と
違
っ
て
武
器
輸
出
を
禁
止
し
て
い
る
た
め
、
自
国
消
費
分
し
か
生
産
で
き
な
い
た

め
単
価
が
割
高
に
な
る
の
で
す
。
こ
の
う
ち
の
一
つ
で
も
輸
入
に
切
り
替
え
る
だ
け

で
三
八
一
億
五
〇
〇
万
円
の
削
減
が
可
能
で
す
。
例
え
ば
、
東
京
ド
ー
ム
の
建
設
費

が
約
三
五
〇
億
円
で
す
か
ら
、
こ
れ
も
大
き
な
無
駄
使
い
と
い
え
ま
す
。

③
自
衛
隊
は
明
ら
か
に
専
守
防
衛
に
必
要
な
最
低
限
度
の
実
力
を
越
え
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
イ
ー
ジ
ス
艦
と
ク
ラ
ス
タ
ー
爆
弾
に
つ
い
て

調
べ
ま
し
た
。
ま
ず
イ
ー
ジ
ス
艦
は
、
世
界
で
も
ア
メ
リ
カ
、
ス
ペ
イ
ン
、
日
本
の

三
か
国
し
か
保
有
し
て
い
ま
せ
ん
。
防
衛
目
的
と
は
い
え
、
五
四
口
径
の
一
二
七
ミ

リ
砲
や
外
国
ま
で
到
達
可
能
な
ミ
サ
イ
ル
を
搭
載
で
き
る
艦
船
を
持
つ
こ
と
自
体
が

問
題
で
す
。
ま
た
、
イ
ン
ド
洋
で
展
開
さ
せ
る
こ
と
は
周
辺
諸
国
へ
の
脅
威
に
な
る

と
い
え
ま
す
。
ク
ラ
ス
タ
ー
爆
弾
は
、
（
資
料
の
図
に
あ
る
よ
う
に
）
　
二
〇
〇
個
以
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上
の
子
爆
弾
が
内
蔵
さ
れ
て
お
り
、
空
中
で
バ
ラ
巻
か
れ
二
〇
〇
m
X
二
〇
〇
m
の
範
囲
に
飛
散
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、

あ
ら
ゆ
る
方
向
か
ら
爆
風
が
襲
い
か
か
り
、
逃
れ
る
こ
と
が
困
難
で
す
。
そ
れ
以
上
に
怖
い
の
は
、
そ
の
内
の
五
％
は
不

発
の
ま
ま
残
り
、
地
雷
と
化
す
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
「
わ
ざ
と
」
で
す
。
そ
の
た
め
、
戦
争
終
了
後
も
長
期
に
わ
た
っ
て

人
々
を
苦
し
め
る
の
で
す
。
今
か
ら
お
見
せ
す
る
写
真
は
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
画
像
で
す
が
、
「
悪
魔
の
兵
器
」
と
も
い
わ

れ
る
武
器
を
こ
の
世
界
か
ら
消
し
去
る
た
め
に
も
見
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
少
年
は
、
ラ
オ
ス
で
被
害
に
あ
っ
た

の
で
す
。
ク
ラ
ス
タ
ー
爆
弾
は
表
面
が
き
れ
い
に
彩
色
さ
れ
て
い
る
た
め
子
供
が
興
味
を
持
ち
、
近
寄
っ
た
子
供
が
被
害

に
遭
う
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
被
害
が
世
界
中
で
繰
り
返
さ
れ
た
た
め
、
一
九
九
六
年
の
国
連
人
権
委
員
会
で
非
人
道
兵

器
と
し
て
使
用
禁
止
の
対
象
に
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
国
際
赤
十
字
で
も
国
際
的
な
使
用
禁
止
を
要
求
し
て
い
ま
す
。
自

衛
隊
は
、
こ
の
よ
う
な
兵
器
を
一
四
八
億
円
分
、
個
数
に
し
て
約
八
七
〇
〇
発
も
保
有
し
て
い
ま
す
。
こ
の
数
は
、
神
戸

市
を
一
・
二
六
個
分
、
甲
子
園
球
場
を
一
七
五
八
個
分
焼
き
払
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
な
の
で
す
。
私
た
ち
の
北
須
磨

高
校
は
、
二
個
で
焼
き
払
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
日
本
は
も
ち
ろ
ん
専
守
防
衛
で
す
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
武
器
を
保

有
す
る
必
要
は
全
く
な
い
と
考
え
ま
す
。
よ
っ
て
、
自
衛
隊
は
装
備
を
縮
小
す
べ
き
で
す
。

司
会
者
　
立
論
に
対
す
る
質
問
を
行
う
た
め
に
作
戦
タ
イ
ム
を
与
え
ま
す
。

（
二
）
質
問
と
回
答
（
第
二
ラ
ウ
ン
ド
）

司
会
者
　
肯
定
側
か
ら
否
定
側
へ
質
問
を
行
っ
て
下
さ
い
。

肯
定
側
　
二
点
に
つ
い
て
質
問
を
し
ま
す
。

①
自
衛
隊
を
縮
小
し
て
、
日
本
は
国
際
平
和
に
ど
う
貢
献
す
る
の
で
す
か
。

②
イ
ー
ジ
ス
艦
の
威
力
に
つ
い
て
過
剰
な
も
の
で
あ
る
か
の
よ
う
に
い
わ
れ
ま
し
た
が
、
で
は
万
が
一
日
本
が
ミ
サ
イ
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司
会
者

否
定
側

司
会
者

司
会
者

否
定
側

司
会
者

肯
定
側

ル
等
で
攻
撃
さ
れ
た
場
合
、
ど
の
よ
う
に
し
て
守
る
の
で
す
か
。

否
定
側
か
ら
肯
定
側
へ
質
問
を
行
っ
て
下
さ
い
。

自
衛
隊
が
行
う
テ
ロ
対
策
に
つ
い
て
、
抽
象
的
で
よ
く
分
か
り
せ
ん
。
詳
し
く
説
明
し
て
下
さ
い
。

双
方
の
質
問
に
答
え
る
た
め
の
作
戦
タ
イ
ム
を
与
え
ま
す
。

で
は
、
肯
定
側
か
ら
否
定
側
に
出
さ
れ
た
質
問
に
答
え
て
下
さ
い
。

①
に
つ
い
て
で
す
が
、
逆
の
こ
と
を
考
え
て
み
て
下
さ
い
。
自
衛
隊
の
装
備
を
増
強
し
て
し
ま
う
と
、
そ
れ
は
他
国
を

威
圧
す
る
こ
と
と
な
り
、
身
構
え
さ
せ
、
緊
張
状
態
を
招
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
私
た
ち
は
装
備
を
縮
小
す
る
こ
と
に
よ

り
、
そ
の
費
用
を
O
D
A
へ
振
り
向
け
、
贈
与
を
ふ
や
し
、
技
術
支
援
等
を
活
発
化
す
る
こ
と
で
、
日
本
へ
の
信
頼
や
尊

敬
を
得
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
武
器
を
保
有
し
、
そ
の
力
を
誇
示
し
て
平
和
を
説
く
の
で
は
な
く
、
経
済
大
国
と
し
て
そ

の
経
済
力
を
有
効
に
活
用
し
て
、
平
和
を
追
求
す
べ
き
で
す
。

②
に
つ
い
て
、
発
射
さ
れ
た
ミ
サ
イ
ル
を
イ
ー
ジ
ス
艦
に
搭
載
の
ミ
サ
イ
ル
で
迎
撃
で
き
る
こ
と
の
確
実
性
は
低
い
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
、
今
こ
の
国
際
情
勢
の
中
で
日
本
を
本
気
で
攻
撃
し
よ
う
と
す
る
国
が
存
在
す
る
で
し
ょ
う

か
。
常
識
を
持
っ
て
攻
撃
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
比
較
考
量
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
起
こ
り
え

な
い
と
考
え
ま
す
。

否
定
側
か
ら
肯
定
側
に
出
さ
れ
た
質
問
に
答
え
て
下
さ
い
。

私
た
ち
は
、
現
在
の
日
本
を
取
り
巻
く
情
勢
を
考
え
て
、
ま
ず
、
今
ま
で
の
よ
う
な
自
衛
隊
の
装
備
の
比
重
は
減
ら
し

て
、
「
戦
域
ミ
サ
イ
ル
防
衛
（
T
M
D
）
」
　
へ
移
し
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。
ま
ず
ミ
サ
イ
ル
防
衛
と
は
、
ピ
ン
ポ
イ

ン
ト
で
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
打
ち
落
す
技
術
で
、
敵
が
ミ
サ
イ
ル
を
発
射
し
な
い
限
り
迎
撃
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
の
で
、
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専
守
防
衛
の
典
型
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
で
す
。
T
M
D
の
導
入
に
対
し
て
は
、
迎
撃
の
確
実
性
へ
の
疑
問
と
そ
の
費
用
対

効
果
の
面
か
ら
「
む
し
ろ
敵
地
攻
撃
能
力
を
保
有
す
べ
き
だ
」
と
の
主
張
も
あ
り
ま
す
。
仮
に
そ
の
主
張
通
り
に
実
行
す

る
と
す
れ
ば
、
現
在
の
戦
闘
機
を
敵
地
攻
撃
用
の
ス
ト
ラ
イ
ク
・
イ
ー
グ
ル
に
変
え
、
敵
の
レ
ー
ダ
ー
網
を
破
壊
し
、
地

対
空
ミ
サ
イ
ル
を
避
け
て
飛
ぶ
高
度
の
技
術
を
持
つ
パ
イ
ロ
ッ
ト
を
育
成
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
そ
れ
に
は

膨
大
な
費
用
と
時
間
が
必
要
で
す
。
T
M
D
の
導
入
は
納
税
者
に
と
っ
て
も
望
ま
し
い
選
択
肢
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

さ
ら
に
、
「
同
時
多
発
テ
ロ
」
後
に
頻
発
す
る
、
国
家
で
な
い
武
装
集
団
の
攻
撃
に
対
処
す
る
た
め
に
、
陸
上
自
衛
隊
が

作
る
「
テ
ロ
対
策
専
門
の
特
殊
部
隊
」
の
増
強
が
必
要
で
す
。
早
急
に
行
わ
な
い
と
、
イ
ラ
ク
へ
の
自
衛
隊
派
遣
後
、
ア

メ
リ
カ
に
同
調
し
て
い
る
と
思
わ
れ
て
い
る
日
本
で
「
無
差
別
テ
ロ
」
が
起
こ
ら
な
い
と
も
限
ら
な
い
と
考
え
る
か
ら
で

す
。

司
会
者
　
こ
れ
で
質
問
と
回
答
を
終
了
し
、
次
の
自
由
討
論
に
移
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
発
言
順
は
特
に
指
定
し
ま
せ
ん

が
、
発
言
時
間
は
一
人
一
分
以
内
で
す
。
で
は
、
始
め
て
下
さ
い
。

（
3
）
自
由
討
論
（
第
三
ラ
ウ
ン
ド
）

否
定
側
　
ミ
サ
イ
ル
防
衛
は
、
費
用
対
効
果
と
そ
の
実
効
性
に
疑
問
点
が
多
す
ぎ
る
。
過
去
に
ア
メ
リ
カ
は
、
ミ
サ
イ
ル
防
衛
計

画
が
失
敗
し
、
経
済
的
に
も
落
ち
込
ん
だ
と
い
う
歴
史
が
あ
る
。
や
っ
と
不
況
か
ら
脱
し
っ
つ
あ
る
現
在
の
日
本
で
、
ミ

サ
イ
ル
防
衛
を
実
施
す
れ
ば
ア
メ
リ
カ
の
二
の
舞
に
な
る
虞
が
あ
る
。
ま
た
、
日
本
を
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
す
る
よ
う
な
行
動

を
と
れ
ば
、
国
際
社
会
か
ら
非
難
を
浴
び
、
国
際
的
な
制
裁
を
受
け
、
孤
立
化
し
、
そ
の
国
家
の
存
在
す
ら
危
う
く
な
る

は
ず
だ
。
そ
ん
な
リ
ス
ク
を
冒
し
て
日
本
を
攻
撃
す
る
可
能
性
は
な
い
。

肯
定
側
　
他
国
が
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
を
し
て
く
る
可
能
性
が
有
る
か
無
い
か
と
い
う
の
は
推
測
に
過
ぎ
な
い
。
九
九
％
可
能
性
が
無
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く
て
も
一
％
の
可
能
性
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
で
日
本
は
滅
ん
で
し
ま
う
。
そ
ん
な
時
に
、
金
額
の
使
い
す
ぎ
だ
な
ど
と
い
う

こ
と
を
議
論
す
る
こ
と
自
体
が
お
か
し
い
。

否
定
側
　
人
類
の
歴
史
を
見
る
と
「
目
に
は
目
を
」
と
い
う
報
復
の
繰
り
返
し
で
、
悲
惨
を
拡
大
し
て
き
た
。
武
力
を
相
手
に
見

せ
つ
け
る
こ
と
で
、
相
手
側
の
意
地
や
警
戒
感
を
増
幅
さ
せ
、
状
況
を
よ
り
悪
く
さ
せ
て
き
た
。
ミ
サ
イ
ル
防
衛
に
多
額

支
出
を
す
る
の
な
ら
、
そ
れ
を
O
D
A
に
振
り
向
け
る
方
が
平
和
の
確
立
に
効
果
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
ア
メ
リ
カ
政
府

も
発
言
し
て
い
る
。

肯
定
側
　
今
一
度
、
平
和
の
意
味
に
つ
い
て
考
え
て
ほ
し
い
。
平
和
と
は
、
決
し
て
非
武
装
そ
の
も
の
を
意
味
し
て
い
な
い
。
国

家
の
安
全
を
い
か
に
侵
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
か
に
最
大
限
の
配
慮
を
し
、
国
民
の
生
命
、
自
由
、
安
全
を
保
全
す
る
こ

と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
（
授
業
で
使
用
す
る
『
資
料
集
』
　
の
）
一
六
六
頁
に
自
衛
隊
法
が
載
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
二

条
に
自
衛
隊
の
任
務
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
侵
略
の
虞
が
皆
無
と
い
え
な
い
現
在
で
は
、
自
衛
隊
の
存
在
と
専
守
防
衛

の
た
め
の
装
備
は
不
可
欠
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
平
和
維
持
に
は
と
て
も
重
要
な
も
の
で
す
。

否
定
側
　
な
ぜ
他
国
や
武
装
集
団
が
日
本
を
攻
撃
す
る
の
か
、
そ
の
根
拠
が
ま
だ
分
か
ら
な
い
。

肯
定
側
　
北
東
ア
ジ
ア
の
現
状
を
直
視
す
べ
き
だ
。

否
定
側
　
私
た
ち
は
、
政
情
の
不
安
定
さ
や
戦
争
の
発
生
の
根
底
に
は
貧
困
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
貧
困
が
改
善
、
解
消
さ
れ
れ

ば
争
い
は
起
き
な
い
。
ユ
ネ
ス
コ
憲
章
に
も
「
戦
争
は
人
の
心
の
な
か
で
生
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
人
の
心
の
な
か

に
平
和
の
砦
を
築
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
ミ
サ
イ
ル
防
衛
で
外
側
を
固
め
る
よ
り
、
O
D
A
を

活
用
し
て
貧
困
か
ら
人
々
を
抜
け
出
さ
せ
る
方
が
よ
り
よ
い
国
際
関
係
を
作
る
こ
と
に
な
る
。

司
会
者
　
討
論
を
止
め
て
下
さ
い
。
作
戦
タ
イ
ム
の
後
、
結
論
を
述
べ
て
下
さ
い
。
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（
四
）
結
論
（
第
四
ラ
ウ
ン
ド
）

司
会
者
　
で
は
、
肯
定
側
か
ら
結
論
を
述
べ
て
下
さ
い
。

肯
定
側
　
こ
の
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
通
し
て
私
た
ち
の
主
張
し
た
い
ポ
イ
ン
ト
は
示
し
、
論
拠
も
明
ら
か
に
し
て
き
ま
し
た
。
最
後
に

結
論
と
し
て
敢
え
て
主
張
す
る
と
す
れ
ば
、
今
の
日
本
の
平
和
に
と
っ
て
、
周
辺
の
国
際
情
勢
を
考
え
れ
ば
、
必
要
な
の

は
ミ
サ
イ
ル
防
衛
と
テ
ロ
対
策
で
す
。
通
常
の
装
備
は
縮
小
し
て
、
防
衛
装
備
の
重
点
を
「
戦
域
ミ
サ
イ
ル
防
衛
（
T
M

D
）
」
と
「
テ
ロ
対
策
専
門
の
特
殊
部
隊
」
　
の
増
強
へ
移
す
べ
き
で
す
。

司
会
者
　
否
定
側
か
ら
結
論
を
述
べ
て
下
さ
い
。

否
定
側
　
日
本
の
安
全
を
守
る
方
法
は
、
日
本
国
憲
法
前
文
に
謳
わ
れ
て
い
る
国
際
協
調
主
義
に
基
づ
き
、
O
D
A
の
増
強
を
行

う
こ
と
で
す
。
戦
争
や
テ
ロ
発
生
の
根
源
に
あ
る
の
は
貧
困
で
す
。
日
本
の
防
衛
費
は
約
四
兆
五
千
億
円
で
す
。
O
D

A
は
約
八
千
億
円
で
す
。
こ
れ
を
逆
転
さ
せ
る
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
多
く
の
人
々
を
救
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
人
々

が
日
本
を
評
価
し
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。
武
器
で
固
め
、
周
辺
諸
国
を
威
嚇
す
る
こ
と
で
「
平
和
」
を
創
り
出
す
の
で
は

な
く
、
O
D
A
で
自
国
を
守
る
の
で
す
。
自
衛
隊
は
災
害
派
遣
や
復
興
支
援
業
務
に
力
を
尽
く
す
べ
き
で
す
。
ミ
サ
イ
ル

防
衛
や
テ
ロ
対
策
の
特
別
部
隊
の
編
成
な
ど
で
多
額
の
税
金
を
支
出
す
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
類
は
過
去
の
歴
史

か
ら
学
び
、
そ
ろ
そ
ろ
戦
い
に
よ
る
問
題
解
決
の
方
法
を
止
め
る
べ
き
で
す
。
日
本
国
憲
法
前
文
の
　
「
わ
れ
ら
は
、
平
和

を
維
持
し
、
専
制
と
隷
従
、
圧
迫
と
偏
狭
を
地
上
か
ら
永
遠
に
除
去
し
よ
う
と
努
め
て
い
る
国
際
社
会
に
お
い
て
、
名
誉

あ
る
地
位
を
占
め
た
い
と
恩
ふ
」
を
実
現
し
、
世
界
平
和
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
べ
き
で
す
。
そ
の
た
め
に
自
衛
隊
の
縮
小

は
必
至
で
す
。

司
会
者
　
こ
れ
で
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
終
了
し
ま
す
。
審
判
員
は
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
聞
き
つ
つ
評
価
し
た
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
　
（
「
デ
ィ
ベ
ー
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卜
判
定
表
」
）
　
を
持
っ
て
、
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
勝
敗
を
決
定
す
る
判
定
の
作
業
に
移
っ
て
下
さ
い
。
グ
ル
ー
プ
の
代
表

者
は
司
会
の
と
こ
ろ
ま
で
「
班
別
の
判
定
表
」
を
取
り
に
来
て
下
さ
い
。

（
五
）
判
定

司
会
者
　
審
判
の
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
行
っ
た
判
定
の
結
果
と
そ
の
理
由
に
つ
い
て
発
表
し
て
下
さ
い
。

審
判
団
A
　
ど
ち
ら
も
資
料
が
よ
く
整
っ
て
い
た
。
否
定
側
は
O
D
A
の
貢
献
に
よ
る
平
和
の
創
造
を
主
張
し
、
自
衛
隊
の
縮
小

に
よ
る
　
O
D
A
の
増
大
と
い
う
方
法
論
は
良
か
っ
た
。
し
か
し
、
肯
定
側
の
日
本
の
平
和
を
維
持
す
る
た
め
に
ど
う
す

れ
ば
よ
い
か
を
資
料
を
駆
使
し
て
「
一
％
で
も
攻
撃
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
の
な
ら
、
そ
れ
を
回
避
す
る
た
め
に
は
ど
う

す
れ
ば
よ
い
か
」
を
論
証
し
た
と
こ
ろ
を
私
た
ち
は
評
価
し
た
い
。
よ
っ
て
肯
定
側
の
勝
利
と
し
ま
す
。

審
判
団
B
　
日
本
へ
の
攻
撃
の
可
能
性
と
そ
の
被
害
の
大
き
さ
を
想
像
す
れ
ば
、
ミ
サ
イ
ル
防
衛
の
必
要
性
が
よ
く
理
解
で
き
た
。

一
方
、
否
定
側
の
主
張
す
る
平
和
を
維
持
し
戦
争
を
無
く
す
る
た
め
に
は
貧
困
の
撲
滅
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
論
は
そ
の

と
お
り
だ
と
思
う
し
、
ク
ラ
ス
タ
ー
爆
弾
の
被
害
を
受
け
た
子
供
の
写
真
を
見
せ
ら
れ
た
時
は
、
否
定
側
の
主
張
に
傾
い

た
。
し
か
し
、
現
実
の
日
本
を
取
り
巻
く
状
況
を
基
に
平
和
を
維
持
す
る
方
法
を
考
え
て
い
く
と
、
豊
富
な
資
料
に
沿
っ

て
論
理
を
展
開
し
た
肯
定
側
の
主
張
が
説
得
力
を
持
っ
て
い
た
。
よ
っ
て
私
た
ち
は
肯
定
側
を
勝
ち
と
し
ま
す
。

審
判
団
C
　
否
定
側
の
資
料
の
豊
富
さ
と
、
立
論
の
ま
と
ま
り
が
優
れ
て
い
た
。
否
定
す
る
た
め
の
対
案
を
き
ち
ん
と
用
意
し
、

論
点
を
O
D
A
に
絞
り
、
正
確
に
論
拠
を
述
べ
て
い
た
の
で
、
主
張
を
理
解
す
る
こ
と
が
容
易
だ
っ
た
。
現
実
に
ど
う
対

応
す
る
か
も
必
要
だ
が
、
理
想
を
持
ち
そ
の
実
現
に
向
か
っ
て
い
く
姿
勢
を
持
ち
続
け
な
が
ら
、
現
実
の
問
題
解
決
を
考

え
る
姿
勢
が
必
要
だ
と
思
う
。
そ
の
姿
勢
を
強
く
主
張
し
た
否
定
側
を
私
た
ち
は
勝
利
と
決
め
ま
し
た
。

司
会
者
　
本
日
の
　
「
自
衛
隊
は
増
強
す
べ
き
で
あ
る
」
と
の
テ
ー
マ
で
行
っ
た
デ
ィ
ベ
ー
ト
は
、
二
対
一
で
肯
定
側
が
勝
利
し
ま
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し
た
。
こ
れ
で
終
わ
り
ま
す
。

六
　
ま
と
め

生
徒
自
身
が
学
ん
だ
こ
と
を
通
し
て
自
分
の
意
見
を
持
ち
、
順
序
立
て
て
自
説
を
展
開
し
、
討
論
す
る
こ
と
で
視
野
を
広
げ
、
知

識
を
学
ぶ
楽
し
さ
を
実
感
さ
せ
る
方
法
と
し
て
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
二
単
元
の
構
成
の
中
で
、
そ
の
授
業
の
ま
と

め
と
し
て
位
置
付
け
、
こ
の
一
年
間
授
業
実
践
を
行
っ
て
き
た
。

デ
ィ
ベ
ー
ト
を
行
う
た
め
に
は
、
基
礎
知
識
の
習
得
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
ス
ピ
ー
チ
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
技
法
も
必
要
と

な
る
。
「
知
を
総
合
化
」
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
限
界
も
認
識
し
っ
つ
、
克
服
す

る
た
め
に
も
授
業
実
践
を
積
み
重
ね
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
。

学
校
設
定
科
目
「
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
現
代
」
を
通
し
て
、
論
理
的
に
思
考
し
、
的
確
に
表
現
で
き
る
能
力
を
育
み
、
現
状
を
具
体
的

に
ど
う
変
え
る
か
を
考
え
る
こ
と
の
で
き
る
生
徒
を
養
成
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

生
徒
が
こ
の
授
業
を
ど
う
見
た
か
を
検
証
す
る
参
考
と
し
て
、
こ
の
一
年
間
「
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
現
代
」
で
「
デ
ィ
ベ
ー
ト
」
を
体
験

し
た
生
徒
の
感
想
の
一
部
を
掲
載
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
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・
先
生
の
言
わ
れ
た
「
調
べ
れ
ば
調
べ
る
ほ
ど
楽
し
く
な
る
」
と
い
う
正
に
そ
れ
だ
っ
た
。
本
番
も
あ
の
緊
張
感
を
楽
し
め
た
。
自

分
は
「
自
衛
隊
は
増
強
す
べ
き
」
と
主
張
し
た
以
上
、
こ
れ
か
ら
の
政
府
の
動
き
を
見
続
け
た
い
。

・
「
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
現
代
」
　
の
授
業
形
態
は
、
受
け
身
で
は
な
く
、
教
師
と
生
徒
、
生
徒
と
生
徒
が
自
ら
考
え
話
し
合
う
こ
と
が
多

か
っ
た
の
で
面
白
か
っ
た
し
、
知
識
の
吸
収
も
早
い
と
思
っ
た
。
こ
う
い
う
の
が
「
学
習
」
　
だ
と
思
い
ま
す
。



・
た
だ
本
を
読
ん
だ
り
話
を
聞
く
だ
け
で
は
な
く
、
自
分
で
調
べ
て
、
自
問
自
答
し
、
自
分
の
意
見
を
持
て
た
こ
と
は
、
自
分
の
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
本
当
に
資
料
の
収
集
、
デ
ー
タ
を
ま
と
め
る
こ
と
は
大
変
で
し
た
。
大
学
生
に
な
っ

た
ら
、
専
門
分
野
を
学
べ
る
し
、
も
っ
と
多
く
の
世
界
的
な
問
題
に
目
を
向
け
て
行
き
た
い
で
す
。

・
と
て
も
面
白
か
っ
た
で
す
。
一
つ
の
こ
と
を
ず
っ
と
ず
っ
と
深
く
調
べ
る
と
い
う
の
は
、
受
験
勉
強
の
中
で
は
で
き
な
い
。
例
え

ば
、
一
つ
の
条
約
が
ど
の
よ
う
に
変
遷
し
て
き
た
か
を
き
ち
ん
と
理
解
す
る
の
に
周
辺
知
識
が
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
私
は
大
学
に
入
る
ま
で
の
学
習
内
容
は
知
識
の
深
め
方
、
探
究
の
仕
方
を
知
る
た
め
の
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

・
私
は
、
討
論
を
聞
い
て
い
て
、
自
分
の
中
で
「
自
衛
隊
は
縮
小
す
べ
き
だ
」
と
確
固
た
る
理
由
も
な
く
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
そ

れ
で
は
い
け
な
い
な
と
思
っ
た
。
新
聞
を
読
ん
だ
り
テ
レ
ビ
を
見
た
り
し
て
、
ど
う
し
て
そ
う
患
う
の
か
を
人
に
説
得
で
き
る
だ
け

の
知
識
を
持
っ
て
い
た
い
と
思
う
。
ま
た
、
反
対
の
意
見
も
最
初
か
ら
見
な
い
聞
か
な
い
と
い
う
姿
勢
で
は
な
く
、
広
く
取
り
入
れ
、

考
え
を
深
め
て
行
き
た
い
と
思
っ
た
。

・
最
近
の
新
聞
で
、
自
衛
隊
の
新
体
制
に
つ
い
て
の
記
事
が
載
っ
て
い
て
、
読
ん
で
見
る
と
ま
っ
た
く
私
た
ち
が
準
備
で
調
べ
て
考

え
た
こ
と
が
そ
の
ま
ま
載
っ
て
い
た
。
社
会
に
つ
い
て
考
え
る
人
間
の
一
人
に
な
れ
た
よ
う
で
、
少
し
自
分
に
感
動
し
た
。
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